
心臓リハビリテーションの調査項目
（１）　心大血管疾患リハビリテーションの届出について

心大血管疾患リハビリテーションの届出施設ですか(複数回答可) （２）　心大血管疾患リハビリテーションを実施について

1　心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅰ) 36 66.7% ア)入院の心大血管疾患リハビリテーションを実施していますか イ)外来の心大血管疾患リハビリテーションを実施していますか

2　心大血管疾患リハビリテーション料(Ⅱ) 1 1.9% 1　80～100％実施している 28 51.9% 1　80～100％実施している 5 9.3%

3　届出していない 17 31.5% 2　60～80％実施している 3 5.6% 2　60～80％実施している 2 3.7%

54 3　30～60％実施している 4 7.4% 3　30～60％実施している 9 16.7%

4　30％未満実施している 3 5.6% 4　30％未満実施している 13 24.1%

5　実施していない 16 29.6% 5　実施していない 25 46.3%

54 54

ウ)入院の心大血管疾患リハビリテーションを実施していない理由を回答してください(複数回答可) エ)外来の心大血管疾患リハビリテーションを実施していない理由を回答してください(複数回答可） オ)日本心臓リハビリテーション学会認定の心臓リハビリテーション指導士がいますか 

1　全数実施できている 23 42.6% 1　全数実施できている 8 14.8% 1 ２人以上いる 29 53.7%

2　必要性がない 11 20.4% 2　必要性がない 8 14.8% 2　1人いる 8 14.8%

3 効果が不明確　 0 0.0% 3 効果が不明確　 0 0.0% 3　いない 17 31.5%

4 他の業務が優先される 3 5.6% 4 他の業務が優先される 7 13.0% 54

5 病院(管理者)の方針 2 3.7% 5 病院(管理者)の方針 2 3.7%

6 場所や設備が不十分 10 18.5% 6 場所や設備が不十分 22 40.7%

7 その他 10 18.5% 7 その他 22 40.7%
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ウ)その他回答について エ)その他回答について

カ)心大血管疾患リハビリテーションを実施していく上で困っていることや課題を回答してください(複数回答可)

1　管理者の理解 4 7.4%

2　医療従事者の理解 6 11.1%

3　設備投資費用 19 35.2%

4　採算性の問題 8 14.8%

5　届出要件が厳しい 12 22.2%

6　医療従事者の不足・不在 33 61.1%

7　患者側の要因(就労、通院困難、要介護等)で実施できない 24 44.4%

8　患者に必要性を十分説明できていない 4 7.4%

9　課題はない 5 9.3%

10　その他 2 3.7%

54

カ)その他回答について

〇現在届け出の準備中で、今後届け出の予定

〇CPX実施件数が少ない

（３）　神奈川県の補助事業について （４）　心大血管疾患リハビリテーションを推進について

心大血管疾患リハビリテーションを推進していくために、どんなことが必要だと思いますか(複数回答可）

1　知っていた 32 59.3% 1　管理者の理解 14 25.9%

2　知らなかった 22 40.7% 2　医療従事者の理解 18 33.3%

54 3　設備投資費用の補助 37 68.5% （４）その他回答について

4　場所(院内スペースの)の確保 36 66.7% 〇有資格者の処遇向上

イ)上記の補助事業を検討したいと思いますか 5　医療従事者の確保 42 77.8% 〇介護保険分野への心臓リハビリ拡充

1　申請済み 10 18.5% 6　かかりつけ医を含めた医療連携 27 50.0% 〇小児病院の為不明

2　申請したい 6 11.1% 7　各医療圏での現状や課題の共有・議論 23 42.6% 〇従事者が他の疾患別リハビリテーション科も実施できるなど要件緩和

3　話を聞いてみたい 19 35.2% 8　各医療圏で中心となるようなハブ医療機関 16 29.6%

4　希望しない 19 35.2% 9　医療従事者への普及啓発 21 38.9%

54 10　県民(患者)への普及啓発 18 33.3%

11　必要なことはない 1 1.9%

12　その他 4 7.4%
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〇２）医師からのリハ処方なし　７）実施する時間帯を満たす十分な患者がいない

〇外来リハビリテーションを行う連携先がある

〇現在届け出の準備中で、今後届け出の予定

〇循環器内科医師の常勤がいないため、受け入れができない

〇管理する医師が不在。

〇人員不足

〇医師、療法士、看護師が足りない

〇実施に向け院内検討中

〇主治医からの積極的なオーダーが無い

〇小児病院の為対象外

〇医師の方針

〇実施する時間帯を満たす十分な患者がいない

〇現在届け出の準備中で、今後届け出の予定

〇主科から依頼がない、嚥下障害などの合併があり、他の疾患別リハで算定している

〇実施に向けて院内検討中

〇主治医からの積極的なオーダーが無い

〇検査入院の患者等は入院期間が短くリハ依頼が出ないことがある

〇患者が外来でリハを希望しない場合がある

〇循環器内科医師の常勤がいないため、受け入れができない

〇介助の問題等の患者自身の理由により、通院ができない方がいる

〇就労中の患者や通院困難となる患者が多い

〇外来リハビリテーションの必要性についての患者の理解

〇患者が通院困難、または消極的である。

〇来院が出来ない。施設退院。

ア)神奈川県では、令和５年度から、心大血管疾患リハビリテーションを新設、増設する医療機関を対象に、対

象機器の一部補助をする事業を行っていますが、ご存知でしたか

〇患者都合や医師が不要と判断する場合あり

〇管理する医師が不在。

〇通院できないため

〇小児病院の為対象外

〇医師の方針

〇患者さんの通院

〇介護保険と併用の場合

〇入院を優先しており、外来に回せるほどの人的リソースがない。

67129461
スタンプ


